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カバノアナタケを用いた抗糖化物質の高効率生産
Efficient production of antiglycation substances by Inonotus obliquus

抗酸化作用 [1]
抗腫瘍作用 [2]
免疫賦活作用 [3]
抗ウイルス作用 [4]

櫻井 明彦 （福井大学 学術研究院工学系部門 生物応用化学講座）
※E-MAIL: a_sakura@u-fukui.ac.jp; TEL: 0776-27-8924; FAX: 0776-27-8747

カバノアナタケについて

液体表面培養法によるカバノアナタケの培養と菌糸体の分画

<抗糖化物質とは＞

カバノアナタケの天然菌核
（地独）北海道立総合研究機構提供

・学名：Inonotus obliquus (Fuscoporia obliqua)

・カバノキ類に寄生するキノコ（白色腐朽菌）の一種

・ロシア（シベリア）や北海道などの寒冷地に生息

・存在数が極少（乱獲により、さらに減少）

・成長が遅く、収穫までに10年以上必要

・天然菌核にポリフェノール類やβ-グルカンなどを含有

・民間療法 で使用（ロシアや北海道でカバノアナタケ茶）

液液抽出: メチルイソブチルケトン（MIBK） 廃棄

酢酸エチル抽出物

ヘキサン抽出物

エタノール抽出物

熱水抽出液

MIBK抽出物 水相

ポリフェノール含有量が高く、高い抗酸化・抗糖化作用が期待される

カバノアナタケ 乾燥菌糸体（1 g）

ヘキサン抽出（20 mL, r.t., 2 h）

酢酸エチル抽出（20 mL, r.t., 2 h）

エタノール抽出（20 mL, r.t., 1 h）

熱水抽出（30 mL, 100℃, 4 h）

残渣

残渣

残渣

残渣

培養液組成

Components Conc. [g/L]

Glucose 20.0

Yeast extract 3.0

KCl 2.0

KH2PO4 1.0

MgSO4・7H2O 0.5

FeSO4・7H2O 0.02

Initial pH 6.1

分析: グルコース（ムタロターゼ・GOD法）
増殖量（乾燥菌体重量法）

＜液体表面培養法によるカバノアナタケの培養＞ ＜カバノアナタケ培養菌糸体の分画＞

液体表面培養の経時変化

液体表面培養法により約30日間培養した菌糸体を回収し、多段階抽出により菌糸体の成分を分画した。

使用菌株: Inonotus obliquus NY-1
培養条件: 培地液量150 mL

培養温度28℃
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N+

O H
OH

O H
O H

O H
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クロスリン酸化的リン酸化

N H 2

ProteinProtein Protein

グルコース タンパク質 シッフ塩基 アマドリ化合物

メチルグリオキサール

＋
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CH OH
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CH OH

CH OH

C H2OH

C H

糖化とは、体内で糖がタンパク質と反応しタンパク質を変性（劣化）させることであり、糖化が進むと糖化最終生成物
（AGEs）と呼ばれる有害物質が生成し、体内に蓄積する。
抗糖化物質は、糖化反応を阻害しAGEsの生成・蓄積を抑制する。

活性酸素 DNA

膜脂質

タンパク質

（損傷）

（過酸化）

（変性）

HO・

O2
・-

HO2
・

がん
白内障
動脈硬化
骨粗しょう症

抗酸化酵素（SOD等）

酸
化

ヒアルロン酸

表皮

真皮

タンパク質

コラーゲン
エラスチン

タンパク質

皮膚 → たるみ？ 血管 → 動脈硬化？

・皮膚や血管が糖化すると、弾力が低下する

・抗酸化酵素が糖化すると、酸化を抑えにくくなる

AGEsの蓄積は、組織や細胞に障害を及ぼすことから、糖尿病や動脈硬化、
白内障などの疾病だけでなく、肌のくすみや弾力低下などにも深く関わる。
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ペントシジン

カルボキシ
メチルリジン
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AGEs
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<生理活性＞

カバノアナタケには、抗酸化物質などの様々な生理活性物質が含まれており、機能性食品や医薬品原料として期待されて
いるが、天然菌核は存在量が少なく、また増殖速度が低いことから一般には普及していない。本研究では、カバノアナタケ
の新たな生理活性物質として抗糖化物質を見出したので、その構造と性質、生産方法について報告する。

<糖化の影響＞

外膜
中膜

内膜
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イオンビーム照射による変異株の作出と抗酸化特性の比較

知的財産権

• 特願2021－90571 新規カバノアナタケ変異株、およびその利用

• 特願2021－90572 抗糖化剤、及びその利用

野生株の約1.3倍の増殖速度
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Ions
Beam energy

(MeV)
LET

(keV/μm)
Dose
(Gy)

C6+ 450 60 100 – 1000

H+ 200 0.5 500 – 2500

＜増殖速度によるスクリーニング＞

液体表面培養における野生株と変異株との
増殖速度の比較

イオンビーム照射（若狭湾エネ研）

イオンビーム照射線量と生存率の関係

＜連絡先＞

中山 淑恵 福井大学 産学官連携本部知的財産・技術移転部
titekiall@ml.u-fukui.ac.jp

＜共同研究先＞

畑下 昌範 （公財）若狭湾エネルギー研究センター

1H (ppm) 13C (ppm)
1 2.24 26.4
2 196.9
3 6.51 124.4
4 7.44 143.4
5 127.0
6 7.14 114.4
7 145.5
8 148.0
9 6.84 115.6
10 7.01 121.8

抗糖化物質の解析
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3,4-Dihydroxybenzalacetone
or

3,4-Dihydroxybenzylideneacetone
(DBL)

LC/MS/MSのプロダクトイオンスペクトル NMRのケミカルシフト値

MIBK画分を陰イオン交換クロマトによりさらに分画し、高い抗酸化活性を示した画分をLC/MSとNMRで分析した。
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Precursor ion: 
[M-H]-=177.07

77.03

・LC/MS → Mw178

・NMRとLC/MS/MS
による推定構造が一致

・標準試薬で解析結果を
確認

分子構造を解析

＜DBLの生理活性についての報告例＞
・炎症抑制作用（W. Chao et al.: Int. Immunopharmacol., 50, 77-86 (2017)）
・活性酸素種の生成抑制作用（Y. Nakajima et al.: Free Radic. Biol. Med., 47, 1154-1161 (2009)）
・抗糖化作用の報告例は無し → 特許出願（特願2021－90572）

DBLと同定

Mw 178.18 

イオンビーム照射により増殖速度の高い変異株を作出し、培養菌糸体の抗酸化特性を解析した。

特許出願（特願2021－90571）

DPPH EU50 

SOD 
EU50

ABTS
EU50 

FRAP
 [mg-TE/g]

ORAC
EU50 

EU50 ൌ  ଵ

୉େହ଴

天然菌核

培養菌糸体

＜変異株の抗酸化特性＞

天然菌核および変異株の培養菌糸体か
ら分画したMIBK画分の抗酸化活性を
下記の5つの測定法で評価した。

DPPH：N・の消去活性

ORAC：AAPH・の消去活性

FRAP：鉄錯体の酸化抑制活性

ABTS：ABTS・＋の消去活性

SOD：O2
・ー の消去活性

培養菌糸体は、天然菌核と同等以上の
高い抗酸化活性を示した。
特に、SOD法において高い活性を示
した。

変異株の培養菌糸体は、天然菌核と同等以上の抗酸化活性
（人工培養で、カバノアナタケの有効成分を生産可能）


